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第11期 決 算 公 告 
東京都新宿区西新宿六丁目18-１ 

株式会社TimeTree 

代表取締役社長／最高経営責任者 CEO 深川 泰斗 

 

貸 借 対 照 表 

(2025年８月31日現在) （単位：千円） 
 

科    目 金   額 科    目 金   額 

 
(資 産 の 部) 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛金 及 び 契 約資 産 

前 渡 金 

前 払 費 用 

未 収 消 費 税 等 

そ の 他 

 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

建 物 附 属 設 備 

工具、器具及び備品 

 

投資その他の資産 

関 係 会 社 株 式 

出 資 金 

長 期 前 払 費 用 

敷 金 

長 期 貸 付 金 

 
 

560,075 

164,459 

307,513 

768 

49,665 

36,443 

1,225 

 

263,808 

58,509 

14,016 

25,942 

18,551 

 

205,298 

34,008 

10 

5,370 

146,910 

19,000 

 
(負 債 の 部) 

流 動 負 債 

１年内返済予定の長期借入金 

未 払 金 

未 払 費 用 

未 払 法 人 税 等 

預 り 金 

契 約 負 債 

 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

 

 
 

434,724 

107,766 

142,301 

58,753 

2,262 

23,402 

100,237 

 

189,533 

189,533 

 

負 債 合 計 624,257 

 
(純 資 産 の 部) 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金 

そ の 他 資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

新 株 予 約 権 

 
 

199,291 

96,475 

3,669,677 

6,475 

3,663,202 

△3,566,861 

△3,566,861 

△3,566,861 

335 

純 資 産 合 計 199,626 

資 産 合 計 823,883 負 債 ・ 純 資 産 合 計 823,883 
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個別注記表 

 
 
１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1)固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

定率法を採用しております。ただし、建物並びに2016年４月１日以後に取得した建物附属設備に

ついては定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物        11年～12年 

建物附属設備    ３年～15年 

工具、器具及び備品 ３年～15年 

 
②無形固定資産 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

商標権       10年 

 
(2)収益及び費用の計上基準 

当社は「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益認識

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を適用しており

ます。 

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該

履行義務を充足する通常の時点は以下のとおりであります。 

① 広告配信 

主として当社アプリケーションに広告を掲載するものであり、予約型および運用型からなり

ます。 

予約型は特定日や記念日を強く印象づけることができる配信や、予定データを活用し広告主

ごとの独自のセグメントを作成してターゲティングできる配信等を行う期間販売で、その契約に

即して掲載することを履行義務としております。そのため予約型は広告が掲載される期間にわた

って収益を認識しております。 

運用型は、広告主が自由に価格設定を行うことができる配信となっており、その設定に基づ

いて広告掲載を行うことを履行義務としております。広告主の設定によって発生したインプレッ

ションを基に対価を受領するため、インプレッションの発生が履行義務の充足となり、その回数

によって収益を認識しております。 

 

② サブスクリプションサービス 

当社アプリケーションのプレミアム機能を提供することを履行義務としております。契約期

間中、常にサービスが利用可能であり、当該履行義務は時の経過にわたり充足されるため、契

約期間にわたって均等に収益を認識しております。 

  

(3)その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

 

２. 当期純損益金額 

当事業年度における当期純損失は148,271千円となっております。 

 

 


